
No.136   April 26, 2021 No.136   April 26, 2021 No.136   April 26, 2021 No.136   April 26, 2021 No.136   April 26, 2021

新入生におすすめの一冊 新入生におすすめの一冊 新入生におすすめの一冊 新入生におすすめの一冊 新入生におすすめの一冊

初等部 Elementary School

　小学校に入学する子どもたちは、たくさんのわくわく
とちょっぴり不安を持っているでしょう。そこで、二冊の
本を紹介します。
　先ずは不安を退治しましょう。『ラチとらいおん』（マー
ク・ベロニカ ぶん／え）です。この本は、子どもたちに自
分には勇気があることを気づかせてくれます。初めて足
を踏み入れる学校に何があっても誰がいても、その勇気
さえ握りしめていれば大丈夫。きっとあたらしい世界を
楽しめるでしょう。
　二冊目は『じぶんだけの いろ』（レオ＝レオニ 著）で
す。学校にはたくさんの人がいます。同じ一年生、ちょっ
ぴり大きな2年生、大人のように見える6年生。自分と違
う生き物に出会ったカメレオンが悩んだように、自分っ
てなんだろうと考えるチャンスが学校生活にあります。
自分だけの色を見つけようとカメレオンが悩んだよう
に、自分の好きなものや得意なことを探し始めるのが小
学１年生という学齢です。立ち止まったり、考え込んで落
ち込むことがあっても大丈夫。きっと素敵な誰かに出会
えます。

中等部 Junior High School

中等部教諭　鈴木 知明

初等部教諭　小林 寛

『生きがいについて』（神谷美恵子著作集１）　
神谷 美恵子著（みすず書房）

　本書は著者が学生時
代に経験したことが原
点となっている。それは
キリスト教伝道者の叔
父のオルガン伴奏者と
して多磨全生園を訪れ、
ハンセン病患者の姿に
衝撃を受けたことであ
る。その後、長島愛生園
での精神科医としてのかかわりを通して、著者は
生きがいを喪失した人が再び生きがいを発見し、
心のくみかえとしての変革体験がどのように起こ
るかについて語っている。足場の喪失と価値体系
の崩壊から、小さな自己を超えた大いなる他者に
身を委ね、生かされた生き方へと導かれるプロセ
スは、著者自身の精神の軌跡でもある。神谷の詩
とイザヤ書52～53章との関係をはじめとするキリ
スト教的側面について、佐々木勝彦氏の図書（『愛
の類比』教文館、2012年）もあわせて参照された
い。
　心理学者、宗教学者、哲学者、文学者の説やこと
ばが織り込まれ、自己と世界の意味づけを促す本
書は、自分をみつめ、自己存在の根拠や生きる意
味を探究する人にとって有益である。

高等部 Senior High School

大学 University

大学教育人間科学部教授　大森　秀子

�e Salt of the Earth, �e Light of the World
地 の 塩 、世 の 光

（マタイによる福音書　第5章 13～16節より）

Wesley Hall
News

「コッケモーモー！」
　毎朝、夜が明けたことを
知らせるおんどり。ある朝、
いつものように朝を知らせ
ようとするのですが、自分の
鳴き声を忘れてしまったの
です。色々な動物に会うた
びに、おんどりの鳴き声が
変わっていき、なかなか思い出せないのですが…。
　この絵本を子どもたちと一緒に読んでいると、色々
な動物たちの泣き声を真似するおんどりの姿に大笑
いしたり、一生懸命おんどりに鳴き声を教えようとし
たりする姿がありました。青山学院幼稚園にも、チャ
ボがいますから子どもたちは特別な親しみを持って
楽しんでいたのかもしれません。
　幼稚園にいるチャボも、とても元気よく鳴きますよ。
どんな声で鳴くのでしょうね。
　幼稚園では絵本をとても大切にしています。これか
らたくさんの絵本に出会うことでしょう。お家の方や先
生に沢山読んでもらいましょうね。大好きな絵本に出
会えるといいですね。

幼稚園 Kindergarten

『コッケモーモー！』
ジュリエット・ダラス作　アリソン・バーレット絵　
たなか あきこ訳（徳間書店）

幼稚園教諭　近藤 希望

　新入生の皆さん、入学おめで
とうございます。私が紹介するの
は、昨年発行され話題となってい
る本です。題名からは難しい内容
のようにも感じられますが、その
ようなことはなく、中学生の視点
から、仕事とは？学校や勉強の目
的は？などが、マンガと図解付きの解説でわかりやすく書
かれています。
　全体を通じて感じるのは、物ごとの見方や考え方の多様
性を知ることの大切さです。大人の立場から見ても「なる
ほど！」と気づくことが多いので、おうちの方と一緒に読ん
で、感想を話し合っても面白いかもしれません。
　中学に入ると、新しい教科、定期試験、クラブ活動など、
これまでになかったイベントがたくさんあります。時には、
自分の考え方がゆらぐ時があるかもしれません。そのよう
なときに、今の自分を振り返ったり、将来を考える時間をつ
くってはどうでしょうか。これから始まる学びが、より豊かな
ものになることを願っています。

『なぜ僕らは働くのか』
池上彰監修（学研プラス）

　言わずと知れた、青
山学院大学宗教部長の
ご著書である。当然の
ことであるが私はその
ような“権威”に頼って
この本をお勧めするの
ではない。しかも（ご存
じの方もあるかもしれ
ないが）塩谷先生はこ
の種のキリスト教的なエッセイをいくつもお書
きになっておられ、最近のものでは猫好きの方
には堪らない『にゃんこバイブル』というご本
や、比較的近年に書かれた『視点を変えて見て
みれば～19歳からのキリスト教』という、まさ
に青少年にはうってつけのキリスト教“入門”
エッセイもある。
　そういった中でも、やや古めのこの随筆集を
なぜ推すのかというと―それはこの本の帯に
書かれていた次の言葉による。「逆説的な言い
方であるが、信仰とは、最終的に私の思いこん
だ「神」と決別することである」本当にこの言葉
にはハッと心を揺り動かされた。私はついつい
聖書を離れて、自分勝手な思い込みでイエス
像を作り上げていないだろうか？ 自分好みの
「神」を仕立て上げていないだろうか……と。
　エッセイの本文は軽妙でユーモアあふれる
塩谷先生の語り口そのものであるが、キリスト
教の深奥を知るにも好適の書としてお勧めし
たい。

『忘れ物のぬくもり
　　　―聖書に学ぶ日々』
塩谷  直也著（女子パウロ会）

高等部教諭　中久木 眞治
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あなたがはすでにこの希望を、福音という
　　　　　　　真理の言葉を通して聞きました。

コロサイの信徒への手紙 1章 5節

間島記念館

「愛の像」（The Statue of “Love”）
制作者 ： 横江 嘉純
寄贈者 ： 万代 順四郎
（間島記念館1階）
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（間島記念館1階）

『ラチとらいおん』
マーク・ベロニカ  ぶん／え　
とくながやすもと  やく
（福音館書店）

『じぶんだけの いろ』
レオ＝レオニ  ぶん／え
谷川俊太郎  やく
（好学社）

編集後記
　今回のWesley Hall Newsは、青山学院のスクールカラーでもある緑色がふんだん
に使われています。典礼色の緑色が表しているのは希望です。新年度が始まりました。
新しく入学した人、進級した人、沢山の希望がキャンパスの中で輝いています。
　「この希望が失望に終わることはありません。」（ローマ5：5）。そのことがこの紙面か
ら伝わることを祈っています。

（高等部宗教主任　山元 克之）


